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企業経営を取り巻く環境の変化

今後の企業経営革新には,企業一消費者一行政間の高度なコミュニケーションを支える社会システムインフラストラクチャーが必要とされて

いる｡これが,EC(ElectronicCommerce:電子商取引)である｡

企業経営では現在,顧客の個別ニーズに対応したサー

ビスを提供するリレーションシップマネジメントが必要

とされている｡また,迅速な新市場開抑のためのアライ

アンス(提携)をベースとしたコーポレーションマネジメ

ントが必要とされている｡これらは,企業,消費‾者,行

政の問の高度な双方向コミュニケーションを支える社会

システムインフラストラクチャーがあってこそ十分に機

能すると考えられる｡

この社会システムインフラストラクチャーがEC

(ElectronicCommerce)である｡この世界では,大きく

二つの分野で新アプリケーションがH現している｡第一

は企業一消費者間ECであり,インターネットショッピン

グ,インターネットバンキングが代表的な例である｡第

二は企業間ECであり,競り･入札システム,オープン

EDI(ElectronicDataInterchange)などが提案されてお

り,現在,実用化システムの開発が進められている｡

今後,業務や生活をより快適にするための魅力あるEC

アプリケーションの提供が望まれている｡このためには,

製品･サービスの開発の中に,企業だけでなく消雪者と

行政が参加して市場を形成していくことが必要であると

考える｡
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1.はじめに

現在,企業経営を取り巻く環境が著しく変化している｡

社会面では,超高齢化社会の到来,地域油性化,地域･

家庭への情報化が進展している｡牛活面では,消費者ニ

ーズの多様化,個別化が進んでいる｡企業向では,規制

緩和世界規模での事業展開,業種横断的な事業展開のた

めのグローバリゼーション,メガコンペティションの時

代を迎えている｡

これらの環境の変化に対応Lて,企業は新たなビジネ

ススタイルを模索し,成長を遂げていこうとしている｡

第一に,新規顧客の獲得や既存の顧客ごとの生涯収益最

大化を目的としたリレーションシップマネジメントが進

められつつある｡第二に,リソースの共同利用,資金の

共同出資による複合企業型経営も出現している｡これら

の新ビジネススタイルでは,企業,消費者,行政の間の

密接な双方向コミュニケーションが必要であり,これを

実現するための新たな情報システムの構築が課題となっ

ている｡

ここでは,まず,今後の新情報システム像について,次

に,そのインフラストラクチャーであるEC(Electronic

Commerce)とECビジネスの展開について述べる｡

2.21世紀に向けた新たな情報システム像

情報システムは,第一世代(1970年代)のメインフレー

ム,第ニー【即モ(1980年代)のPC,CSSを経て,現在,第三

世代のオープンネットワーク･サイバスペース時代を迎

えている｡

このオープンネットワーク利用環境は21世紀に向けて

進展し,新たな情報システム像を形づくる(図1参照)｡

ここでは,時間･空間的制約のないオンライン基幹系業

務(トランザクション処理),情報系意思決定支援業務(デ

ータウェアハウス)を‾叶能とする新企業情報システムを

ベースとしたバーチャルエンタープライズ(仮想企業体)

を実現する｡また,電子メールや電子会議などの企業内

グループウエアを企業外,企業間に広げることにより,

モバイルコンピューティング,バウンダリレスコラボレー

ションが可能となる｡さらに,企業情報システム,メディ

アサービス センターと家庭との双方向コミュニケーショ

ンにより,在宅勤務,遠隔教育,遠隔医療を‾吋能とする｡

第三世代では,電子的な商売の場(マーケットプレー

ス)･仕事の場(ワークプレース)･交流の場(コミュニテ

ィ)を中心とした電子ネットワーク社会が進展していく

ものと考える｡
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図1 サイバスペース時代の新たな情報システム像

第三世代の情報システム像の一例であるオープンネットワークをベースにした企業,社会,家庭の新情報システムを示す｡二れは,日立製作

所の"FOREFRONTw仙Cyberspace”のコンセプトとなっている｡
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3.ECおよび新アプリケーションの展開

3.t ECとそれがもたらす世界

前章で述べた第三世代の情報システムのインフラスト

ラクチャーがECである｡ECとは,商取引上のすべてのビ

ジネスプロセスの情報交換をオープンなネットワーク▼.L

で電子化して行うことである｡

この電子的な取り引きの特徴を以下に示す｡

(1)オープン性があるということ｡すなわち,特定の仲

間内だけでなく,不特定多数の相手との取り引きにより,

商品や取引先の選択の幅が広げられる｡

(2)ボーダレスなコミュニケーションが前提になってい

ること｡地域や国境を越えた取り引きが行われる｡

(3)双方向性があるということ｡多数の取引相手との双

方向コミュニケーションにより,マスカスタマイゼーシ

ョンなどの新しいビジネススタイルを作り出す｡

(4)マルチメディアを利用した表現豊かなコミュニケー

ションができること｡豊富な商品情報を利用した取り引

きが行われる｡

これにより,仲介業であった流通業や金融業の役割を

変化させ,行政と企業,企業と企業,および企業と消費

バーチャルモール

欝

バーチャルショップ

電子受発注

電子支払い

電子注文

一般家庭
ホームショッピング

流通業

[:::::::::=]

[==:::::コ

電子受発注

電子配送

商品情報
検索

情報
キオスク

物流業

者を直結し,次に示す変革をわれわれにもたらす｡

(1)商流の変革:低コストで,企業･機関の場所に関係

なく取り引きが可能となる｡全世界の電子化された商品

情報の中から自分の好みにあった商品の検索･選択も可

能になる｡

(2)物流の変革:物の流れと情報を連携させるととも

に,ディジタル化商品を低コストで,速く,直接届ける｡

(3)金流の改革:速く,正しく,安全で低コストな決済

が可能となる｡

(4)情流の改革:消雪者の情報発信と,それによる消費

者参加型ビジネスが可能となる｡

これらの結果形成されるECの全体像を図2に示す｡

3.2 新アプリケーションの出現

現在立ち上がりつつあるECビジネスを図3に示す｡ビ

ジネス領域は,(1)企業一消費者取り引き,(2)企業間取り

引き,(3)公共サービスに分類することができる｡共通の

ものとしては,情報提供,情報共有化,仲介サービス,

および電子マネーがある｡また,銀行やクレジットカー

ド会社を中心に,電子決済についての実験,実用化シス

テムの構築が進められている｡
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注:略語説明 CALS(Commerce∈〕tJightSpeed).EDl(巨厄CtrOnlcDatalnterch;〕nge)

図2 ECの全体像

バーチャルモール,バーチャルショップ,電子マネー,CALS/EDlにより,いつでも,どこでも,だれとでも情報交換･取り引きが可能となる｡
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図3 立ち上がりつつあるEC関連ビジネス

ECビジネス領域は,企業一消費者間取り引き,企業間取り引き,

および公共サービスに分類できる｡これらに共通のものとしては,

情報提供,情報共有化,仲介サービス,および電子マネーがある｡

3.2.1企業一滴費著聞取り引き

主なアプリケーションはインターネットショッピング,

インターネットバンキングなどである｡ここでは,ICカ

ードベースの電子マネー,インターネットでのクレジッ

ト決済,銀行預金支払いなど多様な支払決済システムの

実験,実用化が進んできた｡この動きは,金融業のビジ

ネスに大きな変革をもたらすとともに,小売業や流通業

など広範な業種を巻き込んだ新しい取引形態を産み出し

つつある｡

3.2.2 企業間取り引き

企業間取り引きのアプリケーションは商取引プロセス

に対応し,情報提供サービス,競り･入札システム,契

約内容を証明する公証システム,オープンEDI(Elec-

tronic DataInterchange)を利用した受発注･契約など

が提案されている｡すでに,企業の購買業務では,従来

の固定的な取引相手から一歩進んで,オープンな市場を

相手にするものが出現している｡オープンネットワーク

を活用する場合には,高いセキュリティ,レスポンス性

能が要求される｡また,取り引きの形式が企業によって

違うため,その統一が必要である｡現在,これらの課題

解決を目指した実用化システムの開発が進められている｡

3.2.3 公共サービス

官公庁･自治体のインターネット利用は現在,ホーム

ページの作成による広報や情報提供が小心であるが,今

後,行政から企業への資材調達や行政サービスをオープ

ンネットワークを利用して実施することが企画,開発さ

れていくものと考える｡

3.3 ECの展開方向

ECの展開方向を図4に示す｡豊富なショッピング情報

を消雪者に提示していくバーチャルモールが未来型の取り

引きの場として期待され,多くの実験が進められている｡

さらに,公的機関や市民を含めた社会全体が情報を共有

するバーチャルコミュニティ,バーチャルマーケットプ

レースへと進展していく｡また,リアルな商品の.取り引

きだけでなく,ソフトウェアパッケージ,ビデオ教材な

どのディジタルコンテンツの配布や利用サービスを実現

する超流通も進展してくるものと考える｡

一方,企業間取り引きでは,今後,セキエアで高速な

取り引きを可能とする本格的な商用システムが出現す

る｡将米,複数企業間で情報を共有しながら,最適な成

果を俊敏に得られるよう,あたかも一つの企業のように

行動するバーチャルエンタープライズも期待されている｡

また,新ビジネススタイルに対応した動きとして,イン

ターネット上での1:1マーケテイングが開始されている｡

これをバーチャルショップに適用すれば,顧客の個別ニ

ーズに合わせた製品･サービスの提供が可能となり,集

客手段として実績を▼_Lげているケースもある｡この技術

は,あらゆる企業で,経営･企向･マーケテイング部門

が利口1するデータウェアハウス,グループウエアシステ

ムと結合し,顧客の獲得,意思決定を俊敏に行うための
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●シームレス技術

分

図4 ECの展開方向

今後,企業一消費者間ECが定着化し, 公共分野でも公的機関一市

民間,および市民間の情報交換が進行する｡一方,企業間ECは企業

内情報システムとシームレスに接続し,バーチャルエンタープライ

ズを形成する｡
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●インターネットプロパイタサービス

●企業一消費者間巨Cシステム

･商店･モール,認証嵐金融ゲートウェイ
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●セキュアサーバ.マルチメディアPC
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●lCカード
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図5 日立製作所のECトータルソリューション

｢日立コマース･ソリューション+では,商取引環境やノウハウを

提供するサービス プロバイダ ビジネス,新たにEC向けシステム

を構築するシステム インテグレーション ビジネス,および製品群

を販売するプロダクトビジネスを展開する｡

強力な武器として広く普及していくものと予測される｡

4.日立製作所のECへの取組み

日立製作所は,ECへの取組みを1995年の通商産業省の

ECプロジェクトヘの参画から本格的に開始した｡ここで

は,バーチャルモールや決済システムなどの実証実験を

遂行するとともに,国際標準のセキエア コマース プロ

トコルとミドルソフトウェアの開発を主眼としている｡

これらのプロジェクトでの技術成果をベースとして,

｢日立コマース･ソリューション+を開発した｡このトー

タルソリューションを図5に示す｡基本的な製品は,企

業一消費者間ECシステム,企業間ECシステム,セキエア

で高性能なソフトウェア,およびノ､-ドゥェアである｡

ハードウェアとしては,特に電子マネー用機器,ICカー

ドなど,ポータブル個人情報インフラストラクチャーを

重視した開発を進めている｡

これらの製品群を販売するプロダクトビジネスや,新

たにEC向けシステムを構築するシステム インテグレー

ション ビジネスを進めている｡さらに,EC関連業務その

ものを請け負うアウトソーシングビジネスや,商取引環

境･インフラストラクチャー･ノウハウを提供するサー

ビス プロバイダ ビジネスも進めていく考えである｡

5.おわりに

ここでは,ECの概要とECビジネスの展開について述

10

べた｡EC事業は,1997年から本格的に浮【Lしてくると言

われている｡しかし,だれもが,容易に,安心して使え

るシステムにするためには幾多の課題カiある｡

第一は,実証実験,規制緩和を通じて,業界内･間で

の電子取り引きのルールが共通化されていくことが必要

である｡第二は,高速･低価格,かつ,使いやすいネッ

トワークインフラストラクチャーが提供されることであ

る｡また,これらを支えるセキュリティ,マルチメディ

ア,エージェント,ICカードなどの基盤技術の確立が必

要である｡第三は,企業経営や消費者の生活に立脚した

魅力あるアプリケーションコンセプト,サービスの開

発･提供である｡このためには,製品･サービスの開発の

中に顧客が参加し,メーカーと顧客とが共同して市場を形成

していくことが重要な要素となる｡このときECは,単な

る電子商取引にとどまらず,マーケテイングの場,文化･

交流の場,仕事の場などを含む複合的な場を提供する

エレクトロニックソサエティに進化していくものと考える｡
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